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パートタイム
会計年度任用職員を募集

阿南市移住促進
コーディネーターを募集

業務内容　市内家庭ごみの収集および環境管理事務所にお
ける業務

募集職種および勤務体系
①作業員　7:30〜16:00（７時間30分）

日額8,929円～9,380円
②作業員（午前）　7:30〜12:00（４時間30分）

日額5,357円
③運転兼作業員　7:30〜16:00（７時間30分）

日額10,380円～10,874円
④用務兼作業員　7:30〜16:00（７時間30分）　

日額6,929円～9,380円
※通勤手当、期末手当あり（規定による）
※①③④は、月～金の週５日勤務、休憩時間60分。
※②のみ、月・火・木・金の週４日勤務。

応募資格　平成14年４月１日以前に生まれた方が対象。
応募資格の詳細は申込期間中に配布する試験案
内でご確認ください。

申込方法　生活環境課備え付けの申込用紙に、必要事項を
記入し（自筆・写真貼付）生活環境課へ提出し
てください。

申込期間　２月３日㈪～14日㈮の8:00～16:00
※土、日、祝日は除く

試験日　２月29日㈯　　試験場所　環境管理事務所
試験内容　面接、筆記、体力試験　

問い合わせは　生活環境課（☎22－0001）へ

業務内容　移住相談業務、移住希望者と地域おこし団体や
地域住民との調整業務、空き家調査に関する業
務、阿南市のＰＲ活動、地域おこし協力隊の活
動マネジメント、その他移住交流支援センター
の業務

任用期間　４月１日～令和３年３月31日　
　　　　　※年度ごとに任用更新
勤務時間　9:00～17:00

※休日は土、日、祝日等
※有給休暇、夏季休暇、年末年始休暇あり

応募資格　普通自動車免許を有する方、パソコンの操作・
ＳＮＳを通しての情報発信が出来る方、地域活
性化に関する活動に対して意欲のある方

給与等　月額235,000円
採用予定人数　２人
申込方法　市ホームページに掲載の申込用紙に必要事項を

記入し、定住促進課へ提出してください。（郵
送可）

申込期間　２月10日㈪までの8:30～17:15（必着）
試験日　２月22日㈯　
試験場所　阿南市役所
試験内容　面接試験

問い合わせは　〒774-8507 富岡町トノ町12番地３
定住促進課（☎22−7404）へ

阿南市プレミアム付
商品券の販売について

プレミアム付商品券の販売は、２月21日㈮までと
なっています。購入引換券をお持ちの方で、まだ商
品券を購入されていない方は、販売日時、販売場所、
購入に必要な準備物を確認の上、早めの購入をお願
いします。

販売日時　２月１日㈯～５日㈬、14日㈮～21日㈮
　　　　　10:00～15:00

※那賀川町商工会は土、日曜日の販売は
していません。

販売場所および問い合わせは　
阿南商工会議所（☎22−2301）、
那賀川町商工会（☎42−1772）、
羽ノ浦町商工会（☎44−4858）へ

介護支援ボランティア
事業について

内容　高齢者がボランティア受入施設にて下記のボ
ランティア活動を行い、その活動の実績に応
じた商品券を交付します。
⑴レクリエーション等の指導または参加支援
⑵お茶出し、食堂内の配膳・下げ膳等の補助
⑶散歩、外出または事業所内の移動の補助
⑷模擬店、会場設営、芸能披露その他の行事

の手伝い
⑸話し相手
⑹草刈り、洗濯物の整理、シーツ交換その他

の事業所職員と共に行う軽微かつ補助的な
活動

⑺前各号に掲げるもののほか、阿南市長が適
当と認めるボランティア活動

対象　65歳以上の方（要介護・要支援認定者、総
合事業の対象者、介護保険料の未納または滞
納がある方は除く）

受入施設　届け出のある阿南市内の介護保険施設、
グループホーム、ケアハウス、小規模多
機能型居宅介護事業所等

交付金額　１時間のボランティア活動につきスタン
プを１個押し、スタンプ数に応じて商品
券を交付（スタンプ10個で1,000円（上
限5,000円））

問い合わせは　介護・ながいき課（☎22−1793）へ

議長（第56代）
林　孝一氏

（73歳・新野町）

副議長（第60代）
平山 正光氏

（55歳・那賀川町）

令和元年阿南市議会12月定例会が12月18
日に開会し、正副議長、各委員会委員など
が選任されました。委員会の構成について
は、市議会のホームページをご覧ください。

阿南市議会　
正副議長が選任されました

SDGs（エスディジーズ）は、国連が定めた「17
の持続可能な開発目標」のことです。その目標
の一つ、気候変動対策では、これからの10年が
地球と人類の未来を決めるともいわれています。
私たちは何をしなければならないのか。現状を
見つめ、なぜ今、SDGs なのかを考えます。

場所　文化会館１階　視聴覚室
講師　川久保　俊　さん

法政大学デザイン工学部
准教授。博士（工学）。
内閣府自治体ＳＤＧｓ
推進のためのローカル
指標検討ワーキンググ
ループ委員

演題　（仮題）「ＳＤＧｓ達成に向けた産官学民
をあげた取組推進の意義」

申込方法　参加申込者および
参加人数を、電子メールまた
は電話もしくは右のＱＲコー
ドからお申し込みください。
申し込み・問い合わせは
企画政策課　（☎22−3429）へ
e-mail:kikaku@anan.i-tokushima.jp

日時　３月２日㈪　13:00～15:30

　　地球と人類の未来について考える

SDGs講演会 2020

　

余
寒
こ
と
の
ほ
か
厳
し
い
今
日
こ
の

頃
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

令
和
元
年
12
月
７
日
付
を
も
ち
ま
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
支
え
の
も
と
に
、

阿
南
市
長
と
し
て
の
重
責
を
担
わ
せ
て

い
た
だ
く
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
阿
南
市
発
展
の
基
盤
構

築
に
あ
た
り
、
多
大
な
る
ご
功
績
を
積

み
重
ね
て
来
ら
れ
た
歴
代
市
長
を
は
じ

め
、
先
人
の
永
き
に
わ
た
る
歩
み
に
心
か

ら
の
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

令
和
の
時
代
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
は

多
様
化
・
複
雑
化
を
極
め
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
が
、
そ
ん
な
混
沌
と
し
た
閉

塞
感
を
乗
り
越
え
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を

も
っ
て
、
市
民
の
幸
せ
が
持
続
す
る
阿
南

を
切
り
拓
い
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

45
歳
と
い
う
若
輩
者
で
ご
ざ
い
ま
す
。

誠
実
で
謙
虚
な
姿
勢
を
失
わ
ず
、
託
さ
れ

た
職
責
に
全
身
全
霊
で
向
き
合
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
ら
た
め
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
全
て

に
感
謝
を
申
し
上
げ
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

阿南市長
表原 立磨

　

市
長
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
去
る

12
月
定
例
市
議
会
に
お
き
ま
し
て
議
員

皆
さ
ま
の
格
別
の
ご
高
配
に
よ
り
ご
同

意
を
得
て
、
令
和
元
年
12
月
19
日
付
で

阿
南
市
副
市
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
県
南
の
雄
」
と
し
て
発
展
す
る
市

で
重
責
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

こ
と
は
、
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
ま
た
、

そ
の
職
責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
・
気
候
変
動

に
よ
る
大
規
模
風
水
害
へ
の
対
応
、
さ
ら

に
は
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
へ
の
備
え
な

ど
、
市
を
取
り
巻
く
多
く
の
課
題
が
あ
り

ま
す
が
、
優
れ
た
経
済
力
を
持
ち
、
未
来

へ
の
可
能
性
を
秘
め
た
市
の
さ
ら
な
る
飛

躍
発
展
の
た
め
、
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
暮
ら
し
の
向
上
に
向
け
、
全
力
を
傾
注

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
方
の
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

副
市
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

阿南市副市長
山本 俊也

参加
無料



かもだ岬温泉保養施設感謝キャンペーン
～温泉で心もからだもぽっかぽか～

日時　３月１日㈰　12:30～15:00
場所　かもだ岬温泉保養施設　　　
内容　 ▼お楽しみ抽選会　先着50人

▼健康講話＆にしまる体操
　講師　西條整骨院　院長　西條誠人さん

※くわしくは、市ホームページをご覧ください。
★26日㈬は風呂（ふろ）の日です。
一般入浴料が半額に！ぜひご利用ください。

【２月の休館日】３日㈪、10日㈪、17日㈪、25日㈫
問い合わせは　かもだ岬温泉保養施設（☎21－3030）

または商工観光労政課（☎22－3290）へ

「明谷梅林まつり」を開催第28回 阿南市活竹祭を開催
県南で最も大規模な梅の名所
です。約2,000本の梅の花をご
覧ください。
期間　２月16日㈰～

３月15日㈰   
開園式　２月16日㈰　10:00～
　　　　もち投げ、梅干しの種飛ばし大会
駐車場　梅林売店前の無料駐車場をご利用ください。

※台数に限りあり。
※沿道への駐車はご遠慮ください。

問い合わせは　商工観光労政課（☎22−3290）へ

産業の発展・振興や地域全体の活性化をめ
ざして「活竹祭」を開催します。
当日は特産品の販売やステージイベントな
どでお楽しみください。
日時　２月９日㈰　9:00～15:00
場所　阿南市役所
内容　特産品まつり、各種体験コーナー、

ステージイベント等
※今年度は、あなんパンフェスタ
※くわしくは、市ホームページをご覧ください。
問い合わせは　
阿南市活竹祭実行委員会事務局

（商工観光労政課内☎22−3290）へ

マイナンバーカード
申請および受取のお休みについて
２月９日㈰のマイナンバーカードの申請お
よび受取はイベント開催のためお休みです。
問い合わせは　市民生活課（☎22−1116）へ
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「
あ
り
が
と
う
」

も
た
ち
は
指
導
者
を
見
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
全
力
の
プ
レ
ー
を

求
め
る
前
に
、
自
分
自
身
が
全
力

で
コ
ー
チ
と
し
て
の
役
割
を
果
た

せ
て
い
る
の
か
。
自
分
を
顧
み
て
、

全
て
に
お
い
て
努
力
が
必
要
だ
と

気
付
か
さ
れ
る
日
々
で
し
た
。

　

あ
る
指
導
書
に
心
に
残
っ
て
い

る
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

　
「
何
を
言
う
か
で
は
な
く
、
誰

が
言
う
か
」

　

子
ど
も
た
ち
の
心
を
突
き
動
か

せ
る
よ
う
な
指
導
者
が
私
の
理
想

像
で
す
。
し
か
し
、
実
際
は
理
想

通
り
と
は
い

か
ず
、
試
行

錯
誤
の
連
続

で
、
な
か
な

か
納
得
い
く

指
導
が
で
き

て
は
い
ま
せ

ん
。

　

そ
ん
な
中
、
志
半
ば
で
は
あ
り

ま
す
が
、
仕
事
の
関
係
で
し
ば
ら

く
チ
ー
ム
を
離
れ
ま
す
。
今
ま
で
、

た
く
さ
ん
の
喜
び
と
感
動
を
与
え

て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
、
協
力
し

て
く
だ
さ
っ
た
保
護
者
の
皆
さ
ま

に
は
、
本
当
に
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

近
い
将
来
、
ま
た
チ
ー
ム
に
戻

れ
る
日
ま
で
、
こ
れ
か
ら
も
自
己

研
鑽
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
は
那
賀
川
町
の
春
野
祐
治
さ

ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
ダ
ム
・
ダ
ム
・
ダ
ム
」

　

ボ
ー
ル
を
つ
く
音
が
響
く
体

育
館
に
、
今
日
も
足
早
に
向
か

い
ま
す
。

　

小
学
校
か
ら
社
会
人
ま
で
サ

ッ
カ
ー
一
筋

だ
っ
た
私
が
、

ミ
ニ
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル

の
コ
ー
チ
を

始
め
て
５
年

に
な
り
ま
す
。

両
チ
ー
ム
が

点
を
取
り
合
い
、
一
進
一
退
の

攻
防
を
繰
り
広
げ
る
バ
ス
ケ
は
、

本
当
に
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
、

す
っ
か
り
と
り
こ
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
近
く

で
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
幸
せ
な

こ
と
で
、
日
々
貴
重
な
体
験
を

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

指
導
す
る
立
場
に
立
っ
て
痛

感
し
た
の
は
信
頼
関
係
の
重
要

性
で
す
。
コ
ー
チ
が
子
ど
も
た

ち
を
見
て
い
る
以
上
に
、
子
ど

那賀川町
生原 正紀さん

お
く
り
も
の

阿
南
市
立
小
学
校
・
中
学
校
へ

●
書
籍
「
折
れ
な
い
心
を
育
て
る

い
の
ち
の
授
業
」
35
冊

阿
南
医
療
セ
ン
タ
ー　

緩
和
ケ
ア

内
科
部
長　

寺
嶋
𠮷
保
様
か
ら
学

校
教
育
充
実
の
た
め

阿
南
市
交
通
遺
児
育
英
基
金
へ

●
金
30
万
円

楠
根
町　

谷
グ
ル
ー
プ
代
表
者

谷　

敬
二
様
か
ら

阿
南
市
へ

●
電
子
ピ
ア
ノ
１
台

羽
ノ
浦
町　

浅
川　

陽
様
か
ら

消
防
本
部
へ

●
金
５
万
円

市
民
の
方
か
ら
救
急
用
品
購
入
代

と
し
て

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
一
封

四
国
電
力
労
働
組
合
阿
南
火
力
支

部
青
年
部
様
よ
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー
の
収
益
金
を
地
域
福
祉
事

業
活
動
資
金
と
し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

保
険
年
金
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

高
額
療
養
費
の
支
給
申
請

　

世
帯
の
１
カ
月
間
の
医
療
費
の

自
己
負
担
額
（
一
部
負
担
金
）
が
、

そ
の
世
帯
の
自
己
負
担
限
度
額
を

超
え
た
場
合
、
申
請
す
る
と
超
え

た
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

阿
南
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

が
高
額
療
養
費
に
該
当
し
た
場
合

は
、診
療
月
の
約
２
カ
月
後
に
「
手

続
き
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
」
を
世

帯
主
の
方
に
通
知
し
て
い
ま
す
。

通
知
が
届
い
た
ら
、
お
早
目
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
高
額

療
養
費
の
支
給
申
請
期
間
は
２
年

間
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
高
額
療
養
費
の
申
請
に
は
領
収

書
（
原
本
）
が
必
要
で
す
。
税
金

の
確
定
申
告
（
医
療
費
控
除
）
を

行
う
場
合
は
、
先
に
高
額
療
養
費

の
支
給
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の　

・
保
険
証
ま
た
は
印
鑑

・
世
帯
主
の
預
金
通
帳

・
手
続
き
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

・
領
収
書
ま
た
は
支
払
額
証
明
書

・
対
象
者
お
よ
び
世
帯
主
の
マ
イ

　
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の

・
窓
口
に
来
ら
れ
る
方
の
本
人
確

認
書
類

20
歳
に
な
っ
た
ら
「
国
民
年
金
」

　

皆
さ
ん
は
、
国
民
年
金
に
つ
い

て
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

「
年
金
な
ん
て
ま
だ
関
係
な
い
」
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
保

障
だ
け
で
な
く
、
万
が
一
、
病
気

や
け
が
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
、

一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き

な
ど
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族

を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

20
歳
に
な
っ
た
方
に
は
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
国
民
年
金
に
加
入

し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
書
類

が
届
き
ま
す
。
加
入
手
続
き
は
不

要
で
す
。
た
だ
し
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
難
し
い
と
き
は
、
学

生
納
付
特
例
制
度
（
学
生
の
み
）

や
納
付
猶
予
制
度
な
ど
が
あ
り
ま

す
の
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－１
１
１
８
）
へ

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
情
報
伝
達

試
験（
第
４
回
）を
実
施

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
を
利
用
し
た
全
国
一

斉
情
報
伝
達
試
験
（
第
４
回
）
が
、

次
の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
こ
れ
に
併
せ
て
、

防
災
行
政
無
線
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
自
主
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
の
試

験
放
送
お
よ
び
登
録
制
メ
ー
ル
に

よ
る
試
験
配
信
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
19
日
㈬　

午
前
11
時
頃

※
気
象
・
地
震
活
動
の
状
況
等
に

よ
っ
て
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

危
機
管
理
課

（
☎
22

－

９
１
９
１
）
へ

中島緊急避難階段の完成について

阿南道路四車線化改良工事に伴い、那賀川町中島地区に計画
する「中島緊急避難階段」が、11月末に完成しました。
同階段は、近い将来発生が危惧されている南海トラフ巨大地
震による津波襲来等、非常時の際には地元住民の一時避難施
設となります。
ついては、12月上旬に供用を開始しましたのでお知らせし
ます。
設置されている場所の想定津波高はT．P．+5.1m（基準水
位2.6m）ですが、避難スペースの高さはT．P．+8.2m あり、
有事の際には門扉を蹴破り、避難スペースに避難します。
避難スペース面積　15㎡
避難スペース収容人数　30人

問い合わせは　危機管理課（☎22−9191）へ

設置箇所


